
校報

がんばった自然学校(１日目ハチ高原、２日目学校)
例年であれば４泊５日の自然学校ですが、本年度は、コロナ禍の

影響で宿泊せず、連続しない３日間での活動となりました。
１日目の活動は、９月１９日(土)に実施したハチ高原での自然体

験です。天候にも恵まれ、「ウルトラアドベンチャーゲーム(写真①)」、
「ツリークライミング(同②)」、「木のキーホルダー作り(同③)」と
いったプログラムで、但馬の大自然の中で、思いっきり体験活動をしてきました。
２日目は、９月２４日(木)に、１日目にも指導いただいた２名のリーダーさんにお願いし、

学校でレクリエーション体験と勾玉作りをしました。まず、本来であればキャンプファイ
ヤーの時に行うはずだったダンス(同④)やゲーム等で楽しく体を動かし、続いて、勾玉作
り(同⑤)に挑戦しました。給食をはさんで、勾玉を仕上げ、最後はリーダーさんとの別れ
を惜しみつつ、２日目の活動を締めくくりました。

これらの活動をとおして、子どもたち同士の絆も深まったように感じます。開校式で、
「みんなでやるということは、一人がやるということ。決して人(他人)がやるのではない
よ。一人一人がしっかりやることで、みんなができる。他の誰でもない。まず、自分がや
ることが大切だよ。」と話しましたが、その言葉どおり、どの活動も一人一人が力を尽く
し、みんなで協力して、やり通すことができました。宿泊できなかったことは残念ではあ
りましたが、それでも思い出に残る自然学校になったように思います。
３日目は、１０月６日(火)に音水湖でのカヌー体験を予定しています。
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《９月４日（金） 特別支援学級「金魚すくい体験」》
地域ボランティアで、毎朝の登校指導もして

くださっている矢木さまに尽力いただき、毎年
神部こども園で、金魚すくい体験をしています。
本年度は、例年より遅い時期となりましたが、
たくさんの金魚をすくって、子どもたちは楽し
く活動していました。

《９月９日（水）２年２組、１６日（水）３年１組 「研究授業（国語）」》
本年度、本校では「対話をとおして考え学び合う授業づ

くり」に取り組んでいます。そこで講師を招聘し2年2組で、
その一週間後には3年1組で、国語科の研究授業を実施しま
した。２年生は｢あったらいいな｣と思う道
具を考え、｢ゆめのせかいへレッツゴー！発
表会｣開催に向け学習を進めました。３年
生は｢山小屋で三日間すごすなら｣何を持っ
て行くか考え、仮定の話題の中で学習を進
めました。それぞれペアやグループになっ
て意見や感想、質問等を出し合い、その対
話の中で考えを深めていきました。

《表彰（敬称略）》
★｢人権文化をすすめる市民運動」人権作品入選、おめでとう
８月の｢人権文化をすすめる市民運動｣期間中の人権作品

展において、以下のみなさんが入選しました。
ポスター：今井悠月(5-1)、加藤華凛(3-2)、佐々木愛真(1-1)
作文：桝本夢珠(6-1)、林夕叶愛(4-1)、岸義晴(2-1)
標語：住所咲菜(6-2)、堀越心遥(4-1)、湯淺陸(2-1)

※賞状が届くのは12月になります。
★神部SC、高岡ファミリーズ杯第３位、おめでとう
神部SCのみなさんの健闘を称えます。
優秀選手賞：谷口慎治(6-1)

《２年ペア学習》

《３年グループ学習》

１日(木) 身体測定(3-1,3-2,4-2,4-3)
２日(金) 身体測定(4-1,5-1)、3年木工クラフト体験、委員会活動
５日(月) ALT(外国語指導助手)来校、身体測定(1-2,5-2,6-1,6-2)
６日(火) 自然学校③(音水湖)、身体測定(1-1,2-1,2-2)
７日(水) 地区集会
８日(木) SSW(スクール・ソーシャル・ワーカー)来校、避難訓練
９日(金) クラブ活動

１２日(月) ALT来校、SC(スクール・カウンセラー)来校
１３日(火) 代表委員会
１５日(木) ALT来校
１９日(月) ALT来校
２３日(金) 移動図書館
２４日(土) 運動会(9時開会、11時30分頃閉会)
２６日(月) 午前･･ALT来校、視力検査(2-1,2-2)、11時一斉下校

午後･･代休(24日の運動会の代休･給食なし)
２７日(火) 視力検査(3-1,3-2,5-1,5-2)
２８日(水) 視力検査(1-1,4-3,6-1)
２９日(木) 視力検査(1-2,4-1,4-2,6-2)
３０日(金) 親子読書 ※毎週金曜日は「定時退勤日」

※本年度の運動会は、参加者を児童･児童のご家族･教職員
に制限して、午前中での開催となります。新型コロナウイルス
感染拡大予防のため、マスクの着用や来場者確認のための
入場券の提出をお願いしたり、来場･観覧の仕方や開場時刻
も例年と違ったりします。詳細は、後日改めてお知らせします。

※すでにお知らせしているとおり、１１月１３日（金）の2･3･4
･5校時（給食･清掃時除く）に、参加者を児童のご家族に
限定して「オープン･スクール」を実施します。

《資源回収―ご協力ありがとうございました》
９月２６日(土)に実施しましたPTA資源回収に、朝早く

からご協力いただきありがとうございました。
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たつの市立神部小学校

〒671-1632 たつの市揖保川町黍田434
TEL 0791-72-3020 FAX 0791-72-3021
E-mail kanbe_es2@tatsuno.ed.jp
HP･URL https://kanbesyo.tatsuno.ed.jp

【校訓】 元気よく 仲よく 力いっぱい 発行人 校長 新家 洋一

児童生徒美術展･発明工夫展
１０月２４日(土)～２８日（水)、たつの市青少年館



～どんぐり広場から、いつも神部っ子を見つめているどんぐりのつぶやきです～

やっと暑さも落ち着いて、秋らしい気候になってきたなあ。
神部っ子たちもどんぐり広場によく来てくれるようになって、
どんぐりたちも喜んでいるよ。
ちょっと気になるニュースを聞いたよ。有名な俳優さんが

若くして亡くなったって。それも一人じゃないって。どうやら、

【第３回：９月５日（土）「鮎つかみ体験」】

揖保川漁業協同組合のご協力のもと、「鮎つかみ体験」
を実施しました。揖保川の環境保全をねらいとした環境
教育の一環でもあり、川原のゴミ拾いもあわせて行いま
した。鮎つかみ体験の後は鮎の塩焼きをいただき、「楽
しい」、「おいしい」、「嬉しい」体験をいっぱいさせても
らいました。金澤運営委員長さまが、はじめの挨拶の中
で「子どもたちに持ってほしい感謝の心」について話さ
れましたが、最後には、この体験活動を準備し実施して
くださった漁協や地域の方々、保護者のみなさま、担当
の教員へ、心から感謝の気持ちを表すことができました。
私も、素晴らしい体験ができたと嬉しく思っています。
ご尽力いただいたみなさま、ありがとうございました。
なお、10月10日(土)の「三校区交流フェスティバル」

と11月7日(土)の「幼小中交流ゆめクラブ」は、合同運
営委員会での協議の結果、残念ながら本年度は中止とな
りましたのでお知らせします。

《鮎つかみ》

《みんなでこれだけゴミを集めました》

★１０月１日(木)より、新たに一人、養護教諭が着任する
ことになりました。今後およそ１ヶ月の間は、現養護
教諭と二人で養護(保健)を担当致します。

★２学期の主な行事について、以下のとおりと致します
ので、ご理解のほどよろしくお願いします。

《実施するもの》
* 修学旅行：9/30(水)奈良方面
* 自然学校3日目：10/6(火)音水湖［カヌー体験］
* 避難訓練：10/8(木) ※1日目と2日目は実施済み
* 児童生徒美術展･発明工夫展：10/24(土)～10/28(水)
* オープンスクール：11/13(金)、児童家族限定で実施
* ２学期終業式：12/24(木)

《例年実施しているが、本年度中止するもの》
* バスを使っての校外学習(1～4年)
* 海に学ぶ体験学習(4年) * 車いすバスケ体験(4年)
* 食肉センター出前授業(5年) * 皮革工場見学(5年)
* 揖保川中学校区人間関係づくりプログラム(6年)
* 芸術文化鑑賞会(6年) * 教育講演会
* 音楽学習発表会 * 耐寒かけ足 * かけ足記録会
* 県造形教育展 * たつの市揖保郡小学生陸上大会

～神部小学校の教育現場の様子をお伝えします～

自ら命を絶ったって。何があったんだろう。いたたまれないよ。
こういったことは何としても防ぎたいよ。そのために、日

頃から「命を大切に」と言葉で伝えたり、読み物や映像を
とおして心に訴えたりしているよね。でも、何より「あなたは
大切な存在なんだ」と実感させることが重要じゃないかな。
神部っ子たちには、そんな実感を味わってほしいなあ。親

の無償の愛、人の役に立った経験、居場所があって決して
独りぼっちじゃないという思い、周囲の励まし、温かなまな
ざし、子どもの異変にすぐに気づくことのできる身近な大人
の存在、公的な相談機関…。挙げればきりが無いけれど、
大人は環境を整えてやりたいよね。そして、普段から体感し
たり伝え合ったりできる機会を、うんと持つことが大切だと
思うよ。いや、そう思うんだけれど、どうかなあ？ (つづく)
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～心も体も生き活きと！ 世代を超えた交流活動を推進します～

生
命
は

吉
野

弘

せ

い

め

い

よ

し

の

ひ
ろ
し

生
命
は

せ

い

め

い

自
分
自
身
だ
け
で
は
完
結
で
き
な
い
よ
う
に

じ

ぶ

ん

じ

し

ん

か

ん

け

つ

つ
く
ら
れ
て
い
る
ら
し
い

花
も

は

なめ
し
べ
と
お
し
べ
が
揃
っ
て
い
る
だ
け
で
は

そ

ろ

不
充
分
で

ふ

じ
ゆ
う
ぶ

ん

虫
や
風
が
訪
れ
て

む

し

か

ぜ

お
と
ず

め
し
べ
と
お
し
べ
を
仲
立
ち
す
る

な

か

だ

生
命
は
す
べ
て

せ

い

め

い

そ
の
な
か
に
欠
如
を
抱
き

け

つ

じ

よ

い

だ

そ
れ
を
他
者
か
ら
満
た
し
て
も
ら
う
の
だ

た

し

や

み

世
界
は
多
分

せ

か

い

た

ぶ

ん

他
者
の
総
和

た

し

や

そ

う

わ

し
か
し

互
い
に

た

が欠
如
を
満
た
す
な
ど
と
は

け

つ

じ

よ

み

知
り
も
せ
ず

し知
ら
さ
れ
も
せ
ず

しば
ら
ま
か
れ
て
い
る
者
同
士

も

の

ど

う

し

無
関
心
で
い
ら
れ
る
間
柄

む

か

ん

し

ん

あ
い
だ
が

ら

と
き
に

う
と
ま
し
く
思
う
こ
と
さ
え
も
許
さ
れ
て
い
る
間
柄

ゆ

る

あ
い
だ
が

ら

そ
の
よ
う
に

世
界
が
ゆ
る
や
か
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
は

せ

か

い

こ

う

せ

い

な
ぜ
？

花
が
咲
い
て
い
る

は

な

さ

す
ぐ
近
く
ま
で

ち

か

虻
の
姿
を
し
た
他
者
が

あ

ぶ

す
が
た

た

し

や

光
を
ま
と
っ
て
飛
ん
で
き
て
い
る

ひ
か
り

と

私
も

あ
る
と
き

わ
た
し誰

か
の
た
め
の
虻
だ
っ
た
ろ
う

だ

れ

あ

ぶ

あ
な
た
も

あ
る
と
き

私
の
た
め
の
風
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

わ
た
し

か

ぜ

今
月
の
詩

ぜ
ひ
ご
家
族
ご
一
緒
に
、
お
読
み
く
だ
さ
い

誰もが、完璧ではない、どこかに欠けた部分があって、それを誰かに補ってもら
っている。と同時に、誰かの欠けた部分を補う存在でもあると作者は言っています。
こう考えると、人は、決して孤独な存在ではないですよね。この詩に出会ったとき、
私はたいへん共感し、生命について深く考えました。みなさんはいかがですか？

響き合う
心


